
入試種別 日　　　　程

学校推薦型選抜
（指定校）

出願期間 11/1（水）～11/13（月）web受付開始10/23（月）
試験日と試験会場 11/19（日）本学
合格発表日 12/1（金）

学校推薦型選抜
（公募制）

第1期 第2期
出願期間 11/1（水）～11/13（月）web受付開始10/23（月）12/1（金）～12/13（水）web受付開始11/20（月）

試験日と試験会場 11/18（土）本学 12/16（土）本学
合格発表日 12/1（金） 12/22（金）

総合型選抜
（体験講義型）

第2期

出願期間 12/1（金）～12/13（水）web受付開始11/20（月）
試験日と試験会場 12/16（土）本学
合格発表日 12/22（金）

総合型選抜
（基礎学力型）

出願期間 11/1（水）～11/13（月）web受付開始10/23（月）
試験日と試験会場 11/18（土）本学
合格発表日 12/1（金）

外国人留学生入試
第2期

出願期間 1/6（土）～1/15（月）web受付開始12/15（金）
試験日と試験会場 2/1（木）本学
合格発表日 2/9（金）

　

10
月
１
日
に
学
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
本
学
が
１

９
６
７
年
に
設
立
さ
れ
て
56

年
目
、
11
代
目
の
学
長
と
な

り
ま
す
。
私
は
、
付
属
高
校

（
当
時
は
東
京
工
業
高
等
学

校
）
か
ら
日
本
工
業
大
学
に

進
学
し
て
１
９
７
８
年
に
卒

業
し
ま
し
た
。
本
学
出
身
と

し
て
初
め
て
の
学
長
と
な
り

ま
す
。
卒
業
生
の
代
表
と
い

う
事
、
少
子
化
に
よ
る
受
験

生
確
保
が
難
し
く
な
る
状
況

の
中
、
責
任
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

さ
て
、
大
学
を
取
り
巻
く

状
況
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。就
職
に
つ
い
て
、

当
面
は
現
行
の
一
括
採
用
型

が
継
続
さ
れ
ま
す
が
、
入
社

し
た
会
社
に
定
年
ま
で
勤
務

す
る
と
い
う
考
え
方
の
一
方

で
、
個
人
の
裁
量
で
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
果
た
し
て
転
職
し

て
い
く
、
欧
米
型
の
ジ
ョ
ブ

型
雇
用
が
広
が
る
と
予
測
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

自
己
啓
発
へ
の
意
識
、
新
し

い
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組

む
資
質
が
不
可
欠
で
す
。
こ

の
よ
う
な
意
識
を
醸
成
す
る

た
め
に
学
生
に
ど
の
よ
う
な

教
育
を
行
う
の
か
、
大
き
な

課
題
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
生
の
教
育
を

考
え
る
上
で
衝
撃
的
な
技
術

革
新
が
あ
り
ま
し
た
。
チ
ャ�

ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
代
表
さ
れ
る

生
成
Ａ
Ｉ
の
急
速
な
普
及
で

す
。
文
書
作
成
、
表
計
算
ソ

フ
ト
に
搭
載
さ
れ
、
数
年
後

に
は
学
生
で
も
専
門
家
な
み

の
文
章
を
書
い
て
く
る
で

し
ょ
う
。
た
だ
し
Ａ
Ｉ
の
答

え
に
あ
る
情
報
は
世
界
で
共

有
さ
れ
て
お
り
、
新
規
性
は

な
い
は
ず
で
す
。
大
学
の
使

命
は
、
Ａ
Ｉ
の
答
え
の
元
に

な
る
創
造
的
な
研
究
成
果
、

創
意
工
夫
を
提
供
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ

り
、
言
い
換
え
れ
ば
「
言
語

化
で
き
な
い
暗
黙
知
」
を
身

に
つ
け
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な

れ
る
で
あ
ろ
う
人
材
を
社
会

に
送
り
出
す
こ
と
で
す
。
工

学
分
野
に
お
い
て
は
、
実
物

に
触
り
、
設
計
し
、
製
作
す

る
過
程
を
経
て
身
に
つ
け
る

こ
と
で
す
。

　

本
学
は
開
学
以
来
、「
具
象

か
ら
抽
象
へ
」を
掲
げ
、現
物

に
触
れ
る
こ
と
を
重
視
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
精
神
を
再

編
し
た「
実
工
学
の
学
び
」を

軸
と
し
て
、実
験
・
実
習
、製

図
と
い
っ
た
自
ら
手
を
動
か

す
体
験
学
習
と
理
論
を
平
行

し
て
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
開
学
以

来
50
有
余
年
に
蓄
積
し
た
研

究
設
備
と
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ

に
よ
り
、本
学
で
学
ん
だ
学

生
は
、工
学
の
専
門
知
識
を

ベ
ー
ス
に
し
た
暗
黙
知
の
引

き
出
し
を
数
多
く
備
え
て
卒

業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
生
涯
学
び
続
け
る
事
が
で

き
る
学
生
を
育
成
」「
学
生
を

成
長
さ
せ
る
力
で
選
ば
れ
る

大
学
へ
」こ
れ
ら
は
こ
こ
数

年
の
本
学
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ�

ー
ズ
で
す
。
絶
え
間
な
く
世

界
中
の
情
報
を
集
め
続
け
る

Ａ
Ｉ
に
太
刀
打
ち
で
き
る
の

は
、数
多
く
の
引
き
出
し
を

埋
め
る
優
れ
た
知
見
と
発
想

力
で
あ
り
、先
人
達
が
築
い

た
教
育
体
系
は
継
承
に
値
す

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、少
子
高
齢
化
と
、世

界
規
模
の
政
治
・
経
済
、
気

候
に
関
す
る
不
確
定
要
因
は

如
何
と
も
し
が
た
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。「
生
き
残
る
の

は
強
者
で
は
な
い
、
変
化
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
者
だ
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
学

と
し
て
は
、
受
験
生
の
ニ
ー

ズ
に
沿
う
入
試
、
企
業
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
学
生
を

育
て
る
柔
軟
な
教
育
体
系
へ

の
進
化
が
不
可
欠
で
す
。
健

全
な
進
化
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

で
は
な
く
、
意
見
や
議
論
を

す
る
前
提
と
し
て
の
情
報
開

示
、
忌
憚
の
な
い
意
見
を
討

議
で
き
る
場
、
責
任
を
持
っ

て
実
行
す
る
た
め
の
権
限
の

移
譲
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
舵
取
り
に

全
力
で
取
り
組
み
、
教
職
員

と
と
も
に
本
学
の
発
展
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
を
見
据
え
た
大
学
の
教
育
〜
継
承
と
進
化

就
任
挨
拶

学
生
支
援
の
実
績
を
活
か
し
、学
生
に
寄
り
添
う
学
長
へ

　

日
本
工
業
大
学
で
は
、
成
田
健
一
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
10
月
１

日
付
で
竹
内
貞
雄
教
授
・
学
長
補
佐
が
第
11
代
学
長
に
就
任
し
た
。
任
期

は
２
０
２
７
年
９
月
30
日
ま
で
の
４
年
間
。
開
学
以
来
初
め
て
、
本
学
出

身
者
の
学
長
就
任
と
な
る
。

　

竹
内
新
学
長
は
四
半
世
紀
に
わ
た
り
、
本
学
機
械
工
学
科
に
お
い
て
教

育
、
研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
。
専
門
分
野
は
「
新
素
材
」。
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
な
ど
炭
素
系
硬
質
膜
の
形
成
技
術
に
関
し
て
多
く
の
研
究
実
績
を
残

し
、
学
会
な
ど
学
術
機
関
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
表
面

技
術
協
会
理
事
、
同
学
術
委
員
長
、
ニ
ュ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム

理
事
、
同
技
術
調
査
委
員
な
ど
を
歴
任
し
て
き
た
。

　

本
学
に
お
い
て
は
学
生
支
援
部
長
、
基
幹
工
学
部
長
、
学
長
補
佐
な
ど

の
要
職
を
歴
任
。
特
に
就
職
支
援
、
学
生
生
活
向
上
、
課
外
活
動
推
進
と

い
っ
た
学
生
支
援
全
般
に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
主
導
的
な
立
場
で
携

わ
っ
て
き
た
。

竹
内　

貞
雄
（
た
け
う
ち　

さ
だ
お
）
略
歴

１
９
５
６
年
３
月	

長
野
県
生
ま
れ　

67
歳

１
９
７
８
年
３
月	

日
本
工
業
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
卒
業

１
９
８
０
年
４
月	

日
本
工
業
大
学
教
育
技
術
員

１
９
９
５
年
11
月	

日
本
工
業
大
学
助
手

１
９
９
６
年
３
月	

日
本
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

	

博
士
課
程（
後
期
）機
械
工
学
専
攻
修
了　

博
士（
工
学
）

１
９
９
６
年
４
月	

日
本
工
業
大
学
講
師

２
０
０
２
年
４
月	

日
本
工
業
大
学
助
教
授

２
０
０
６
年
４
月	

日
本
工
業
大
学
教
授

２
０
１
１
年
12
月	

日
本
工
業
大
学
学
生
支
援
部
長

２
０
１
８
年
４
月	

日
本
工
業
大
学
基
幹
工
学
部
長

２
０
２
１
年
４
月	

日
本
工
業
大
学
特
任
教
授
／
学
長
補
佐

日本工業大学 学長
竹内 貞雄

人工知能に関する授業工業技術博物館の見学

英語学習サポートセンターで交流

日本工業大学大学院
社会人特別選抜

◆�大学院工学研究科�
（博士前期課程・博士後期課程）

■2024年度　入試日程

日程

出願期間 面接試験 合格発表 手続締切

二次募集
2024年2月7日
～2月14日

2月21日 3月1日
2024年
3月6日

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係
TEL　0480-33-7507

まだまだ間に合う年内合格！2024年度入試日程（年内）
［基幹工学部］機械工学科・電気電子通信工学科・応用化学科　　［建築学部］建築学科（建築コース／生活環境デザインコース）
［先進工学部］ロボティクス学科・情報メディア工学科・データサイエンス学科

※　	全ての入試において、インターネット
からの出願です。

　　	本学HPからアクセスしてください。

※　	各入試の詳細は、それぞれの「募集
要項」を確認してください。

【年明け入試のお知らせ】
一般選抜A・共通テスト利用A
WEB受付　12/15（金）よりスタート！

詳細は、受験生サイトよりご確認ください。

https://juken.nit.ac.jp/examination/info/

お問い合せ先
入試課　電話：0120-250-267

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

イ
ン
ド
の
大
学
生
が

研
修
と
交
流
を
体
験

　

科
学
技
術
振
興
機
構
の
国

際
交
流
事
業
「
さ
く
ら
サ
イ

エ
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

一
環
と
し
て
、イ
ン
ド
の
Ｍ
・

ク
マ
ラ
サ
ミ
ー
工
科
大
学
の

学
生
10
名
が
９
月
10
日
か
ら

16
日
に
か
け
、
本
学
で
研
修

を
行
っ
た
。

　

期
間
中
、参
加
学
生
た
ち

は
英
語
学
習
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
や
本
学
付
属
高
等
学
校

を
訪
問
し
、教
職
員
、学
生
・

生
徒
と
交
流
し
た
。
南
イ
ン

ド
の
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州

の
紹
介
等
を
通
じ
て
イ
ン
ド

の
多
様
性
、多
元
性
な
ど
ア

ジ
ア
の
大
国
の
今
に
つ
い
て

発
表
し
、両
国
の
学
生
・
生
徒

に
と
っ
て
は
貴
重
な
異
文
化

交
流
体
験
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
、本
学
教
員
に
よ
る
講
義

も
受
講
し
、人
工
知
能
な
ど

自
分
達
の
研
究
を
発
展
さ
せ

る
た
め
の
知
見
を
得
た
。
本

学
工
業
技
術
博
物
館
見
学
で

は
、蒸
気
機
関
車
や
レ
ヒ
ー

ト
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
に
対
し
て

特
に
興
味
を
示
し
て
い
た
。

　

川
崎
市
の
情
報
系
企
業
を

訪
問
し
た
参
加
学
生
た
ち

は
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

５
つ
の
研
究
活
動
成
果
を
日

本
語
で
発
表
し
、
企
業
の
専

門
技
術
者
か
ら
今
後
の
研
究

を
進
め
る
上
で
有
益
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
た
。

　

１
週
間
の
研
修
を
終
え
、

参
加
学
生
の
多
く
が「
今
回
、

色
々
な
方
々
と
交
流
し
、学

習
や
見
学
が
体
験
で
き
て
と

て
も
良
か
っ
た
。
日
本
で
働

き
た
い
気
持
ち
が
さ
ら
に
強

く
な
っ
た
」と
話
し
て
い
た

の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

通 信
第 号

https://www.nit.ac.jp
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令和5年11月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第244号（2）

木村理事長（右）より成田学長（当時）に目録が贈られた

第37回日本工業大学建築設計競技

全国から45校109作品　テーマ「10人家族の家」
【審査委員長の講評】
　今回のコンペでは、皆さんの世代
が家についてどう考えているのかを
知りたくて、あえて、先入観に囚わ
れにくい課題を、難しいことは承知
の上で、出題しました。上位の作品
はどれも、世の中の動き・潮目を若
い目線で読み取りながら、なんとか
モノにしようとしていました。このフ
レッシュな集合体に、家という概念
に変わる部分と変わらない部分があ
ること、変わる部分については、厳
しい現実がある中でも、悲壮感を乗
り越えながら前向きなエネルギーを
持って取り組んでいる姿勢に、私は
とても励まされたし、勇気をもらうこ
とができました。この場を借りて、改
めてお礼を申し上げたいと思います。
ありがとうございました。
中川エリカ（中川エリカ建築設計事
務所主宰・慶應義塾大学大学院専任
講師）

第
一
線
の
実
業
家
が
講
師
を
務
め
る

川
口
信
金
寄
附
講
座「
創
業
の
基
礎
」

　

９
月
６
日
、川
口
信
用
金

庫
に
よ
る
寄
附
講
座「
創
業

の
基
礎
」の
贈
呈
式
が
埼
玉

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
行
わ

れ
、同
金
庫
の
木
村
幹
雄
理

事
長
よ
り
成
田
健
一
学
長（
当

時
）へ
目
録
が
贈
呈
さ
れ
た
。

本
講
座
は
起
業
の
基
礎
を
学

び
、理
解
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
毎
年
開
講
さ
れ
て
お

り
、今
年
で
12
年
目
と
な
る
。

　

本
講
座
で
は
同
金
庫
職
員

や
第
一
線
の
実
業
家
が
講
師

を
務
め
、
公
的
支
援
機
関
に

よ
る
創
業
施
策
、
実
際
の
起

業
家
に
よ
る
自
身
の
創
業
ス

ト
ー
リ
ー
と
い
っ
た
活
き
た

体
験
談
な
ど
を
紹
介
す
る
。

金
融
機
関
な
ら
で
は
の
視
点

を
盛
り
込
む
こ
と
で
、
将
来

の
創
業
・
新
事
業
企
画
等
に

役
立
つ
実
践
的
な
知
識
の
修

得
を
目
指
す
。

　

昨
今
の
起
業
意
識
の
高
ま

り
か
ら
、
９
月
26
日
の
第
１

回
目
の
授
業
で
は
、
昨
年
の

２
倍
以
上
と
な
る
49
名
の
学

生
が
参
加
し
た
。
講
師
を
務

め
る
同
金
庫
の
岸
則
行
氏
は

「
今
年
は
外
部
講
義
の
方
の

年
齢
を
若
め
に
設
定
し
て
み

ま
し
た
。
特
に
重
点
項
目
と

し
て
、
創
業
に
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
・
商
品
は
何
か
、
対
象

顧
客
は
誰
な
の
か
、
価
格
は

ど
う
や
っ
て
決
定
す
る
の
か

と
い
っ
た
『
事
業
と
し
て
の

継
続
性
』
を
意
識
し
て
い
ま

す
。
例
年
通
り
起
業
家
の

方
々
に
加
え
て
、
中
小
企
業

診
断
士
や
公
認
会
計
士
と

い
っ
た
支
援
機
関
の
方
々
に

も
登
壇
し
て
い
た
だ
き
、

様
々
な
切
り
口
で
創
業
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
授

業
と
し
た
い
で
す
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

　

授
業
は
来
年
１
月
16
日
ま

で
全
14
回
実
施
さ
れ
る
。

　

Ｄ
Ｘ
、
Ｇ
Ｘ
、
そ
し
て
Ｃ

Ｘ
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
羅

列
し
た
言
葉
が
、
そ
の
定
義

が
必
ず
し
も
明
確
で
な
き
ま

ま
世
間
の
耳
目
を
集
め
て
い

る
。
最
近
で
は
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ

Ｐ
Ｔ
に
代
表
さ
れ
る
生
成
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
も
登
場
し
、

そ
れ
は
創
造
性
を
示
す
ス
コ

ア
に
お
い
て
人
間
の
能
力
を

超
え
た
と
報
告
さ
れ
て
い

る
。
ま
さ
に
デ
ジ
タ
ル
革
命

の
一
例
と
い
え
よ
う
が
、
そ

の
背
景
の
基
軸
に
は
半
導
体

技
術
の
先
端
性
が
あ
る
。
こ

の
半
導
体
は
シ
リ
コ
ン
を
基

板
と
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
１
／
３
以
下
の
サ
イ

ズ
に
設
計
・
製
造
さ
れ
る
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
。
日
本
で
も
２
nm
先
端

半
導
体
（
実
際
の
最
小
パ

タ
ー
ン
線
幅
は
11
nm
）
へ
の

総
投
資
額
５
兆
円
と
さ
れ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
否
が
注

目
さ
れ
て
い
る
今
、
日
本
の

半
導
体
技
術
と
産
業
に
つ
い

て
考
え
た
い
。
ま
ず
、「
微

細
化
技
術
」。
こ
れ
は
性
能

を
左
右
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

を
約
２
年
周
期
で
縮
小
さ

せ
、
か
つ
半
導
体
チ
ッ
プ
面

積
を
約
半
分
と
す
る
こ
と
で

経
済
性
も
担
保
す
る
思
想

（
ム
ー
ア
の
法
則
）
で
あ
る
。

パ
タ
ー
ン
線
幅
を
決
定
す
る

Ｅ
Ｕ
Ｖ
露
光
装
置
は
極
紫
外

線
（
波
長
13
・
５
nm
）
を
用

い
た
人
類
史
上
最
も
精
密
な

機
械
と
さ
れ
、
１
台
２
５
０

億
円
を
超
え
る
市
場
価
格
は

製
造
コ
ス
ト
に
必
然
的
に
跳

ね
返
り
、実
用
限
界
に
至
る
。

そ
こ
で
奔
騰
し
た
の
が
、
Ｉ

Ｐ
（
知
的
財
産
）
を
も
と
に

半
導
体
チ
ッ
プ
を
分
割
し
、

か
つ
基
板
上
で
高
度
集
積
す

る
「
チ
ッ
プ
レ
ッ
ト
技
術
」

で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト

自
体
は
古
典
的
で
あ
る
が
、

半
導
体
を
構
成
す
る
各
分
野

の
新
技
術
の
融
合
が
新
た
な

息
吹
を
も
た
ら
し
、
高
付
加

価
値
な
半
導
体
に
至
ら
し
め

た
。
ま
さ
に
、
技
術
融
合
に

よ
る
全
体
最
適
と
い
う

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
時
代
を

迎
え
て
い
る
。
さ
て
、
こ
こ

で
考
え
る
べ
き
は
、
先
進
的

な
半
導
体
製
造
装
置
お
よ
び

半
導
体
材
料
に
高
い
競
争
優

位
を
有
し
、
様
々
な
技
術
に

絡
む
深
い
暗
黙
知
を
有
す
る

我
が
国
が
、
果
た
し
て
何
を

な
す
べ
き
か
、と
い
う
こ
と
。

従
来
の
プ
ロ
セ
ッ
サ
や
メ
モ

リ
か
ら
Ａ
Ｉ
半
導
体
に
主
戦

場
が
移
り
え
る
今
、
Ａ
Ｉ
は

万
能
で
あ
る
と
の
誤
想
、
そ

し
て
Ａ
Ｉ
が
質
の
悪
い
デ
ー

タ
や
失
わ
れ
た
情
報
を
魔
法

の
よ
う
に
甦
ら
せ
る
と
い
う

誤
解
を
正
し
、
我
が
国
で
も

人
口
に
膾
炙
し
始
め
た
冒
頭

の
Ｄ
Ｘ
等
の
言
葉
に
惑
わ
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
矜
持
を

持
っ
て
こ
の
格
好
の
機
会
を

戦
略
的
に
捉
え
て
進
め
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。産
業
と
技
術
、

そ
し
て
経
営
。
人
中
心
の
世

界
観
の
な
か
、
将
来
を
見
据

え
て
な
す
べ
き
事
象
を
的
確

に
捉
え
て
進
め
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る

半
導
体
産
業
は
、
今
ま
さ
に

技
術
経
営
思
想
の
あ
り
方
を

問
う
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

日
本
の
半
導
体
競
争
力
と
技
術
経
営
思
想

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・
教
授
　
岡
本
　
和
也

第3回全国学生清掃週間
（NSCWeek）開催

　大学地元の海岸・河川のごみ清掃
をテーマに、本学学生環境推進委員
会と新潟県大学環境ネットワークが
主催するSDGs活動で、3年目の今年
は湘南工科大と千葉大も参加した。
新潟太夫浜海岸の清掃活動では、近
隣の小学生と共に「海洋ごみアート」
を制作した。9月の実績報告会では、
本学の伴雅人教授による「マイクロ
プラスチック問題」と題する講演を

拝聴。プラ問題がもたらす次世代へ
の深刻な健康影響について改めて学
ぶなど、実りある活動となった。

清掃活動

NITプロダクトデザインコンテスト2023

海外参加者を含む141作品が応募

審査結果 氏名 学校名
1等 　佐々木　環 仙台市立仙台工業高等学校

2等
〇奥野　瑠香
　石井　桜雫
　柴崎　心桜

広島市立広島工業高等学校

3等 　卯辰　考平 三重県立伊勢工業高等学校
審査員賞

（中川エリカ） 　根岸　瑞季 埼玉県立熊谷工業高等学校

審査員賞
（木下芳郎）

〇中田　雷斗
　杉本　かや
　小池　蒼真

富山県立富山工業高等学校

審査員賞
（吉村英孝）

〇早川　爽音
　藤本　咲希 神戸市立科学技術高等学校

佳作 　安藤　康大郎 三重県立四日市工業高等学校

佳作 〇古川　日向
　渡邉　陵介 栃木県立宇都宮工業高等学校

佳作 〇笠見　伯
　萱橋　陽奈汰 茨城県立つくば工科高等学校

佳作 〇平田　美怜
　金澤　翼 茨城県立つくば工科高等学校

佳作 　安武　春輝 福岡県立福岡工業高等学校
佳作 　奈良　翼 神戸市立科学技術高等学校
佳作 　大石　梓 静岡県立科学技術高等学校

審査結果 氏名 学校名

奨励賞 〇那花　大成
　窪田　巧輝 栃木県立宇都宮工業高等学校

奨励賞 　高渕　心華 青森県立十和田工業高等学校
奨励賞 　渡辺　一匠 山梨県立甲府工業高等学校
奨励賞 　加藤　さくら 福岡県立福岡工業高等学校
奨励賞 　宇都　椋太 国立明石工業高等専門学校
奨励賞 　多和　凜空 高知県立宿毛工業高等学校
奨励賞 　前川　遥紀 兵庫県立龍野北高等学校

奨励賞
〇岩本　拓真
　廣末　一汰
　幸野　昴

大分県立大分工業高等学校

奨励賞 　坂本　大和 青森県立弘前工業高等学校
奨励賞 　澤谷　健 富山県立高岡工芸高等学校
奨励賞 　浦山　倭 福島県立福島工業高等学校
奨励賞 　川岸　佑依 群馬県立館林商工高等学校
奨励賞 　眞城　玲亜 静岡県立浜松工業高等学校
奨励賞 　月花　真結 静岡県立浜松工業高等学校
奨励賞 　合田　智琉 愛媛県立東予高等学校

奨励学校賞※応募多数校 国立明石工業高等専門学校
福島県立勿来工業高等学校

入賞者� ○印は共同作品の代表者

1等作品

審査結果
各賞 氏名 高校名
3Dプリンタ造形部門

特別賞 豊田	倫久
永田	光希 岐⾩県立岐南工業高等学校

佳作 峯谷	昭太郎 島根県立松江工業高等学校
佳作 泉田	優介 宮城県登⽶総合産業高等学校
3Dモデリング部門
優秀賞 井原	光貴 愛媛県立新居浜工業高等学校

特別賞 吉田	旭翔
松浦	由晋 岐⾩県立岐南工業高等学校

佳作 井村	光亨 岐⾩県立岐⾩総合学園高等学校
オリジナルアイデア部門
優秀賞 坂卓	実 茨城県立つくば工科高等学校
特別賞 Rainey	Liu ―
佳作 宇高	⻯英 茨城県立つくば工科高等学校
佳作 藤吉	空来 岐⾩県立岐⾩総合学園高等学校
佳作 日向野	凌太 クラーク記念国際高等学校
佳作 大城戸	優杏 熊本県立熊本工業高等学校

各賞 氏名 高校名
⾃由部門

優秀賞
小縣	直将
吉田	旭翔
松浦	由晋

岐⾩県立岐南工業高等学校

特別賞 加藤	憂大 群馬県立伊勢崎工業高等学校

佳作 市川	蓮也
坂⼝	颯 長野県岡谷工業工業高等学校

佳作 小谷	龍之介
山⼝	満生 松翠学園	岐⾩第一高等学校

佳作 長谷川	新 茨城県立取手第一高等学校

各賞 高校名

学校奨励賞

宮城県気仙沼向洋高等学校
岐⾩県立岐⾩総合学園高等学校
沖縄県立那覇工業高等学校
静岡県立浜松工業高等学校
群馬県立伊勢崎工業高等学校

3Dモデリング部門優秀賞
「三輪で動くお掃除ロボット（井原光貴）」

オリジナルアイデア部門優秀賞
「⾛破性に特化した履帯型バイク（坂卓実）」

　オリジナルアイデア部門82作品、⾃由部
門35作品、3Dモデリング部門13作品、3D
プリンター造形部門11作品の、昨年度より約
30作品多い計141作品が提出された。昨年
度に引き続き海外の高校生からも応募があっ
た。今年は、アイデアで突出した作品が見ら
れなかったため、最優秀賞は該当なしとした。

　優秀賞は、オリジナルアイデア部門の坂卓
実さん（茨城県立つくば工科高等学校）、⾃
由部門の小縣直将さん他2名（岐⾩県立岐
南工業高等学校）、3Dモデリング部門の井原
光貴さん（愛媛県立新居浜工業高等学校）
の3名が受賞した。表彰式は10月29日に埼
玉キャンパスで行われた。



令和5年11月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第244号（3）

就
職
支
援
情
報

売
り
手
市
場
の
ま
ま
、25
卒
就
活
へ

【
企
業
の
動
向
】

　

10
月
の
内
定
式
が
終
わ

り
、
２
０
２
４
年
卒
採
用
は

い
よ
い
よ
終
盤
戦
の
様
相
で

あ
る
。
本
学
の
９
月
末
段
階

の
内
定
率
は
前
年
同
時
期
比

２
ポ
イ
ン
ト
増
の
83
％
と
、

学
生
優
位
、
企
業
苦
戦
の
市

況
感
が
顕
著
で
あ
る
。
内
定

者
数
が
採
用
計
画
に
達
し
て

い
な
い
企
業
は
、
一
人
で
も

多
く
の
学
生
を
採
用
す
る
た

め
に
積
極
的
に
活
動
を
続
け

て
い
る
が
、
売
り
手
市
場
に

お
い
て
会
社
説
明
会
・
選
考

会
へ
の
参
加
者
は
限
定
的
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
大
学
訪

問
の
ア
ポ
イ
ン
ト
が
増
加
し

て
い
る
。

　

近
年
の
傾
向
と
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
オ
ー
プ

ン
・
カ
ン
パ
ニ
ー
に
参
加
し

た
学
生
が
、
早
期
に
希
望
す

る
企
業
の
内
定
を
獲
得
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
る
。
こ
れ

は
、
就
活
に
積

極
的
な
学
生
の

内
定
獲
得
が
早

い
と
も
言
え
る

が
、
企
業
が
こ

れ
ら
の
機
会
を

通
じ
て
事
実
上

の
選
考
を
行
っ

て
い
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き

る
。
学
年
を
問
わ
ず
様
々
な

企
業
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
、
早
く
か
ら

社
会
を
知
る
機
会
が
増
え
た

こ
と
は
喜
ば
し
い
が
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
と
就
職

活
動
の
線
引
き
が
い
っ
そ
う

曖
昧
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

【
学
生
の
動
向
お
よ
び
学
生

を
取
り
巻
く
就
職
環
境
】

　

２
０
２
４
年
卒
の
就
職
活

動
で
は
、
既
に
多
く
の
学
生

が
内
定
を
得
て
い
る
。
し
か

し
、
売
り
手
市
場
で
あ
る
こ

と
に
安
心
し
て
い
る
の
か
、

焦
る
様
子
を
見
せ
ず
に
マ
イ

ペ
ー
ス
で
活
動
を
行
う
未
内

定
者
も
見
ら
れ
る
。
就
職
支

援
課
で
は
、
そ
の
よ
う
な
学

生
に
対
し
て
、
追
加
求
人
の

紹
介
な
ど
で
個
別
支
援
を
続

け
て
い
る
。

　

一
方
、
２
０
２
５
年
卒
学

生
の
就
職
活
動
準
備
も
進
ん

で
い
る
。
夏
休
み
期
間
に
開

催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
オ
ー
プ
ン
・
カ
ン
パ
ニ
ー

に
は
昨
年
同
時
期
に
比
べ
、

多
く
の
学
生
が
参
加
し
た
。

こ
れ
ら
の
学
生
は
、
早
く
か

ら
企
業
研
究
に
取
り
組
み
、

志
望
業
界
を
固
め
て
い
る
こ

と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の

夏
に
積
極
的
に
動
か
な
か
っ

た
学
生
も
い
た
。
就
職
支
援

課
で
は
、
動
き
が
遅
い
学
生

が
就
職
の
波
に
乗
り
遅
れ
な

い
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
る
。
そ
の
一
つ
が
10
月
に

実
施
し
た
ゼ
ミ
別
就
職
支
援

課
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
け
る
全

員
面
談
で
あ
る
。
対
象
学
生

全
員
の
活
動
状
況
を
確
認

し
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
こ
と
で
、
学
生
が
自
ら

考
え
て
就
職
活
動
に
取
り
組

む
こ
と
を
支
援
し
て
い
る
。

保護者のための就職ガイダンス

夏休みの子供向け体験教室
　夏休み期間中、小中高の児童・生徒とその保護者を対象とした、
ものづくり体験教室が開催された。ものづくりや科学の魅力を体験
できる多彩なプログラムが用意され、学部および共通教育学群の教
員と学生が指導にあたった。子供たちにとっては、大学教員から指
導を受けられる貴重な機会ということで、各イベントとも大変盛況
であった。

イベント名称 主な内容 実施日 参加数
中学生科学教室 ライトスタンド製作 7/29（土） 8名
親子ものづくり教室
（2部制） 二足歩行ロボットの製作など5テーマ 8/5（土） 65組

130名
宮代町学童クラブ　
サイエンスショー 超低温の液体窒素の実験 8/7（月）・8/8（火）・

8/22（火） 120名

幸手市中央公民館　
サイエンスショー 万華鏡工作と面白実験 8/17（木） 12組

関東地区リフレッシュ
理科教室（茨城会場）万華鏡工作 8/20（日） 20組

関東地区リフレッシュ
理科教室（埼玉会場）

理科工作（動き回る紙コップ）と面白理
科実験 8/26（土） 28組

リフレッシュ理科教室 親子ものづくり教室

財
務
状
況
報
告

第
56
期
決
算
・
第
57
期
予
算

一
・
は
じ
め
に

　

第
56
期
決
算
、
第
57
期
予

算
が
監
査
法
人
及
び
法
人
監

事
の
監
査
を
受
け
、
法
人
理

事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
決

定
さ
れ
た
た
め
、
こ
こ
に
財

務
諸
表
を
お
知
ら
せ
し
、
関

係
各
位
の
ご
理
解
と
引
き
続

き
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜

り
た
い
。

　

２
０
２
２
年
度
に
本
学
が

行
っ
た
主
な
事
業
等
は
次
の

通
り
。

○
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
的
と
し
て
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
女
子
学
生
用
の
パ
ウ

ダ
ー
ル
ー
ム
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
実
施
し
た
。

○
学
生
の
よ
り
安
全
な
生
活

環
境
の
確
保
の
た
め
、
第

１
・
第
２
学
生
駐
車
場
の
整

備
を
実
施
し
た
。

二
・
２
０
２
２
年
度
決
算
に

つ
い
て

　

学
校
法
人
会
計
基
準
に
基

づ
く
主
た
る
財
務
諸
表
に
つ

い
て
説
明
す
る
。「
資
金
収

支
計
算
書
」（
別
表
１
）
は
、

当
該
年
度
の
教
育
研
究
等
の

諸
活
動
に
対
す
る
す
べ
て
の

収
入
と
支
出
の
内
容
及
び
支

払
資
金
（
現
預
金
）
の
て
ん

末
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

あ
る
。「
事
業
活
動
収
支
計

算
書
」（
別
表
２
）
は
、
大

学
の
経
営
状
態
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
、
企
業
会
計
に

お
け
る
損
益
計
算
書
に
相
当

す
る
（
詳
細
後
述
）。「
貸
借

対
照
表
」（
別
表
３
）
は
、

年
度
末
に
お
け
る
財
務
状
況

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ

る
。

「
事
業
活
動
収
支
計
算
書
」

（
別
表
２
）
詳
細

　

事
業
活
動
収
支
計
算
書

は
、
教
育
活
動
収
支
、
教
育

活
動
外
収
支
、
特
別
収
支
の

３
つ
の
活
動
に
区
分
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
毎
に
収
支

バ
ラ
ン
ス
を
示
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
経
営
状
態
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

●
教
育
活
動
収
支

　

大
学
の
教
育
活
動
に
係
る

収
支
状
況
を
表
す
教
育
活
動

収
支
差
額
は
２
４
０
０
万
円

の
収
入
超
過
と
な
っ
た
。
収

入
超
過
の
要
因
は
、
補
助
金

収
入
や
受
託
研
究
料
収
入
等

の
外
部
資
金
の
増
加
で
あ

る
。
収
支
の
主
な
内
訳
は
、

学
生
生
徒
等
納
付
金
57
億
８

１
０
０
万
円
、
手
数
料
は
９

２
０
０
万
円
、
経
常
費
等
補

助
金
は
７
億
２
５
０
０
万

円
。
人
件
費
は
29
億
９
６
０

０
万
円
、
教
育
研
究
経
費
は

31
億
４
８
０
０
万
円
、
管
理

経
費
は
７
億
５
７
０
０
万
円

と
な
っ
た
。

●
教
育
活
動
外
収
支

　

財
務
活
動
な
ど
の
教
育
活

動
以
外
の
経
常
的
な
活
動
に

係
る
収
支
状
況
を
表
す
教
育

活
動
外
収
支
差
額
は
８
９
０

０
万
円
支
出
超
過
と
な
っ

た
。

●
特
別
収
支

　

経
常
的
な
活
動
以
外
の
臨

時
的
な
活
動
に
係
る
収
支
状

況
を
表
す
特
別
収
支
差
額
は

資
産
処
分
差
額
の
減
少
に
伴

い
、
２
０
０
０
万
円
の
収
入

超
過
と
な
っ
た
。

○
総
括

　

結
果
、
事
業
活
動
収
入

（
別
表
２
①
②
③
の
収
入
計
）

は
71
億
６
３
０
０
万
円
、
事

業
活
動
支
出
（
別
表
２
④
⑤

⑥
の
支
出
計
）
は
72
億
０
８

０
０
万
円
。
差
額
で
あ
る
基

本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差

額
は
、
４
５
０
０
万
円
の
支

出
超
過
と
な
っ
た
。
こ
こ
か

ら
学
校
法
人
の
諸
活
動
を
永

続
的
に
維
持
す
る
た
め
の
基

本
金
組
入
額
２
億
６
５
０
０

万
円
を
差
し
引
い
た
当
年
度

収
支
差
額
は
３
億
１
０
０
０

万
円
の
支
出
超
過
と
な
っ

た
。（
別
表
５
財
務
関
係
比

率
を
参
照
）

三
・
２
０
２
３
年
度
予
算
に

つ
い
て
「
資
金
収
支
予
算

書
」（
別
表
４
）

　

２
０
２
３
年
度
予
算
は
、

収
入
の
部
で
は
、
学
生
生
徒

等
納
付
金
に
つ
い
て
学
生
数

を
厳
し
く
予
測
し
た
予
算
と

し
た
。
補
助
金
や
外
部
資
金

は
今
後
も
積
極
的
に
申
請
・

獲
得
を
目
指
し
て
い
く
。
支

出
の
部
で
は
、
多
様
化
す
る

就
職
活
動
に
対
応
し
て
い
く

た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
の

た
め
の
個
人
ブ
ー
ス
の
設
置

や
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
耐

震
化
を
進
め
る
な
ど
の
事
業

を
考
慮
し
た
予
算
と
し
た
。

四
・
む
す
び

　

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
の
兆
し

が
見
え
始
め
た
今
年
５
月
、

３
年
あ
ま
り
の
時
を
経
て
つ

い
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
５
類
感
染
症
と

な
っ
た
。
地
域
の
皆
様
や
卒

業
生
、
多
く
の
企
業
の
支
援

に
よ
り
、
学
生
の
活
動
も
一

層
活
発
化
し
、
賑
や
か
な

キ
ャ
ン
パ
ス
が
戻
っ
て
き

た
。

　

し
か
し
依
然
と
し
て
光
熱

費
高
騰
な
ど
多
く
の
課
題
は

残
っ
て
お
り
、
今
後
も
関
係

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
は

不
可
欠
で
あ
る
。
引
き
続
き

ご
支
援
を
賜
り
た
く
、
よ
ろ

し
く
お
取
り
計
ら
い
い
た
だ

き
た
い
。

�

（
財
務
部
）

（別表1）資金収支計算書� 単位：千円
科目 予算 決算 差異

収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 5,685,236 5,781,234 △�95,998
手 数 料 収 入 101,650 92,342 9,308
寄 付 金 収 入 65,800 67,071 △�1,271
補 助 金 収 入 686,000 727,340 △�41,340
付随事業・収益事業収入 73,105 128,264 △�55,159
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 92,030 106,084 △�14,054
資 産 売 却 収 入 0 0 0
雑 収 入 46,970 242,384 △�195,414
借 入 金 等 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 1,906,498 2,185,647 △�279,149
そ の 他 の 収 入 1,135,591 584,534 551,057
資 金 収 入 調 整 勘 定 △�1,883,192 △�1,963,865 80,673
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,788,517 4,788,517 0
収 入 の 部 合 計 12,698,204 12,739,552 △�41,348

支出の部
人 件 費 支 出 3,076,436 3,006,166 70,270
教 育 研 究 費 支 出 1,995,845 1,993,754 2,091
管 理 経 費 支 出 830,362 635,588 194,774
借 入 金 等 利 息 支 出 26,891 26,890 1
借 入 金 等 返 済 支 出 307,200 307,200 0
施 設 関 係 支 出 617,080 383,131 233,949
設 備 関 係 支 出 232,928 153,706 79,222
資 産 運 用 支 出 535,000 738,590 △�203,590
そ の 他 の 支 出 397,248 469,760 △�72,513
予 備 費 50,000 50,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △�10,689 △�227,007 216,318
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,639,904 5,251,773 △�611,870
支 出 の 部 合 計 12,698,204 12,739,552 △�41,348

（別表2）事業活動収支計算書� 単位：千円

教
育
活
動
収
支

収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
学生生徒等納付金 5,685,236 5,781,234 △�95,998
手数料 101,650 92,342 9,308
寄付金 50,800 51,214 △�414
経常費等補助金 686,000 725,490 △�39,490
付随事業収入 73,105 128,264 △�55,159
雑収入 46,970 147,365 △�100,395
教育活動収入計� ① 6,643,761 6,925,910 △�282,149

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
人件費 3,070,600 2,996,054 74,546
教育研究経費 3,148,845 3,148,603 242
管理経費 950,362 757,114 193,248
徴収不能額等 0 0 0
教育活動支出計� ④ 7,169,807 6,901,771 268,036
　教育活動収支差額 △�526,046 24,138 △�550,184

教
育
活
動
外
収
支

収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
受取利息・配当金 92,030 101,852 △�9,822
その他の教育活動外収入 0 95,130 △�95,130
教育活動外収入計� ② 92,030 196,981 △�104,951

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
借入金等利息 26,891 26,890 1
その他の教育活動外支出 260,850 259,765 1,085
教育活動外支出計� ⑤ 287,741 286,655 1,086
　教育活動外収支差額 △�195,711 △�89,674 △�106,037
　　経常収支差額 △�721,757 △�65,536 △�656,221

特
別
収
支

収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
資産売却額 0 0 0
その他の特別収入 35,000 40,575 △�5,575
特別収入計� ③ 35,000 40,575 △�5,575

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
資産処分差額 17,000 20,093 △�3,093
その他の特別支出 0 0 0
特別支出計� ⑥ 17,000 20,093 △�3,093
　　特別収支差額 18,000 20,482 △�2,482

〔予備費〕 0 0 0
基本金組入前当年度収支差額 △�703,757 △�45,054 △�658,703
基本金組入額合計 △�637,200 △�265,000 △�372,200
当年度収支差額 △�1,340,957 △�310,054 △�1,030,903
前年度繰越収支差額 △�1,062,228 △�1,062,228 0
基本金取崩額 0 149,465 △�149,465
翌年度繰越収支差額 △�2,403,185 △�1,222,817 △�1,180,368
（参考）
事業活動収入計 6,770,791 7,163,466 △�392,675
事業活動支出計 7,474,548 7,208,520 266,029
経常収入（教育活動収入計＋教育活動外収入計） 6,735,791 7,122,891 △�387,100

（別表3）貸借対照表� 単位：千円
資産の部

科目 2022（R4） 2021（R3） 増減
固定資産 47,516,402 47,893,068 △�376,666
　有形固定資産 22,028,365 22,736,506 △�708,141
　特定資産 25,441,284 25,136,776 304,508
　その他の固定資産 46,754 19,786 26,968
流動資産 5,349,180 4,910,522 438,658

合　　計 52,865,582 52,803,590 61,992

負債の部
科目 2022（R4） 2021（R3） 増減

固定負債 4,429,020 4,743,588 △�314,568
流動負債 3,301,216 2,879,602 421,614

合　　計 7,730,236 7,623,190 107,046

純資産の部
科目 2022（R4） 2021（R3） 増減

基本金 46,358,163 46,242,628 115,535
翌年度繰越収支差額 △�1,222,817 △�1,062,228 △�160,589

合　　計 45,135,346 45,180,400 △�45,054
負債及び純資産の部合計 52,865,582 52,803,590 61,992

※注：�千円単位等で表示する際に単位未満を四捨五入しているため、�
端数調整のための差異が生じる場合があります。

（別表4）資金収支予算書� 単位：千円
科目 2023（R5） 2022（R4） 増減

収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 5,589,044 5,685,236 △�96,192
手 数 料 収 入 88,800 101,650 △�12,850
寄 付 金 収 入 64,300 65,800 △�1,500
補 助 金 収 入 681,000 686,000 △�5,000
付随事業・収益事業収入 87,105 73,105 14,000
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 92,030 92,030 0
資 産 売 却 収 入 0 0 0
雑 収 入 186,654 46,970 139,684
借 入 金 等 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 1,821,284 1,906,498 △�85,214
そ の 他 の 収 入 741,751 1,135,591 △�393,840
資 金 収 入 調 整 勘 定 △�2,185,647 △�1,883,192 △�302,455
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 5,251,773 4,788,517 463,257
収 入 の 部 合 計 12,418,094 12,698,204 △�280,110

科目 2023（R5） 2022（R4） 増減
支出の部
人 件 費 支 出 3,230,318 3,076,436 153,882
教 育 研 究 費 支 出 1,993,659 1,995,845 △�2,186
管 理 経 費 支 出 668,069 830,362 △�162,293
借 入 金 等 利 息 支 出 23,924 26,891 △�2,967
借 入 金 等 返 済 支 出 307,200 307,200 0
施 設 関 係 支 出 407,460 617,080 △�209,620
設 備 関 係 支 出 228,510 232,928 △�4,418
資 産 運 用 支 出 285,000 535,000 △�250,000
そ の 他 の 支 出 465,938 397,248 68,691
〔 予 備 費 〕 100,000 50,000 50,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △�57,865 △�10,689 △�47,176
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,765,881 4,639,904 125,978
支 出 の 部 合 計 12,418,094 12,698,204 △�280,110

（別表5）事業活動収支計算書の主要項目の分析表
主要項目の分析比率（％） 2022（R4） 2021（R3） 増減
補 助 金 / 事 業 活 動 収 入 10.1％ 9.7％ 0.4％
人 件 費 / 経 常 収 入 42.1％ 44.1％ -2.0％
教育研究経費 / 経常収入 44.2％ 44.6％ -0.4％
管 理 経 費 / 経 常 収 入 10.6％ 11.6％ -1.0％
借入金等利息 / 経常収入 0.4％ 0.4％ 0.0％
人件費 / 学生生徒等納付金 51.8％ 53.3％ -1.5％



　

宮
代
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は
、
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だ
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令和5年11月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第244号（4）

【
名
誉
教
授
任
命
】（
10
月
１
日

付
）

◆
成
田
健
一
前
学
長

【
任
用
】（
10
月
１
日
付
）

◆
小
泉
千
恵
美
事
務
職
員（
総
務

部
付
）

◆
風
見
真
未
事
務
職
員（
教
務

課
）

（
11
月
１
日
付
）

◆
平
久
悦
之
助
手
（
機
械
実
工

学
教
育
セ
ン
タ
ー
）

◆
小
泉
拓
也
事
務
職
員
（
企
画

室
）

【
昇
任
】（
10
月
１
日
付
）

◆
木
許
雅
則
准
教
授（
電
気
電
子

通
信
工
学
科
）→
教
授
に
昇
任

◆
徐
華
准
教
授（
建
築
学
科
）→

教
授
に
昇
任

◆
田
中
章
夫
助
教（
建
築
学
科
）

→
准
教
授
に
昇
任

【
任
命
】（
10
月
１
日
付
）

◆
学
長
補
佐（
専
門
職
大
学
院
担

当
）　

小
田
恭
市
教
授

◆
教
務
部
長　

吉
野
秀
明
教
授

◆
学
生
支
援
部
長　

上
野
貴
博

教
授

◆
教
育
研
究
推
進
室
長　

荒
川

俊
也
教
授

◆
Ｉ
Ｒ
室
長　

片
岡
誠
教
授

人
事
異
動

宮
代
町
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
！

宮代町
だより

244号

負傷者搬送訓練

日
本
建
設
機
械
施
工
大
賞

大
賞
部
門
優
秀
賞

電
気
情
報
通
信
学
会

学
生
優
秀
発
表
賞

工
法
の
自
動
掘
削
シ
ス
テ
ム

は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
の
遠
隔
操

作
に
よ
り
行
っ
て
い
た
掘
削

を
完
全
無
人
で
施
工
す
る
技

術
の
こ
と
で
、
掘
削
範
囲
と

排
土
位
置
を
予
め
指
定
し
て

お
く
こ
と
で
、
運
転
を
開
始

し
て
か
ら
指
定
し
た
範
囲
の

掘
削
が
完
了
す
る
ま
で
自
動

で
の
作
業
が
可
能
と
な
る
。

そ
れ
に
よ
り
省
人
化
と
生
産

性
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
。

他
の
施
工
機
械
へ
の
発
展
に

つ
な
が
る

技
術
で
あ

る
こ
と
が

高
く
評
価

さ
れ
、
今

回
の
受
賞

と
な
っ
た
。

に
よ
る
シ
イ
タ
ケ

の
発
生
促
進
を
解

明
す
る
た
め
の
実

験
を
実
施
。
こ
れ

ま
で
は
、
榾
木
へ

の
雷
撃
で
２
倍
の

子
実
体
発
生
効
果

が
得
ら
れ
る
こ
と

が
実
証
さ
れ
て
い
た
が
、
電

気
に
よ
る
影
響
は
低
い
と
考

え
、
尾
釜
さ
ん
は
「
音
」
に

注
目
し
た
。
そ
の
結
果
、
一

定
以
上
の
音
圧
と
特
定
帯
域

の
周
波
数
を
持
つ
音
に
よ
り

子
実
体
の
発
生
が
促
進
さ
れ

る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。

　

将
来
的
に
は
シ
イ
タ
ケ
の

発
生
時
期
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
方
法
と
し
て
の
活
用
が

期
待
で
き
る
。

　

機
械
工
学
科
の
石
川
貴
一

朗
准
教
授
が
６
月
16
日
、
日

本
建
設
機
械
施
工
協
会
令
和

５
年
度
日
本
建
設
機
械
施
工

大
賞
の
大
賞
部
門
で
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。
受
賞
業
績
名

は
「
ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
ケ
ー

ソ
ン
工
法
の
自
動
掘
削
シ
ス

テ
ム
」。

　

本
研
究
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
大

手
の
大
林
組
・
大
本
組
か
ら

の
受
託
研
究
に
よ
る
も
の
。

ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
ケ
ー
ソ
ン

　

電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学

専
攻
博
士
前
期
課
程
２
年

（
平
栗
研
究
室
）
の
尾
釜
遼

さ
ん
が
７
月
13
日
、
電
子
情

報
通
信
学
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ク
オ
リ
テ
ィ
研
究
会

の
学
生
優
秀
発
表
賞
を
受
賞

し
た
。
受
賞
論
文
名
は
「
雷

撃
の
音
圧
と
周
波
数
に
よ
る

シ
イ
タ
ケ
子
実
体
発
生
促

進
」。

　

本
研
究
で
は
、
雷
の
影
響

中
国
の
専
門
高
校
幹
部

本
学
留
学
生
を
訪
問

夏
祭
り
開
催

報
告

　

７
月
27
日
～
29
日
に
か

け
、
中
国
浙
江
省
衢
州
市
に

所
在
す
る
衢
州
中
等
専
業
学

校
か
ら
、
衢
州
市
教
育
局
・

姚
文
湧
副
局
長
を
代
表
と
す

る
一
行
６
名
が
来
学
し
た
。

　

同
校
は
本
学
と
同
じ
く
、

実
験
や
実
習
を
重
視
し
た
工

学
教
育
を
実
践
す
る
専
門
高

校
で
あ
り
、
２
０
０
７
年
に

本
学
留
学
生
別
科
（
募
集
停

止
中
）
の
協
定
機
関
と
し
て

交
流
を
開
始
。
現
在
、
同
校

を
卒
業
し
た
13
名
が
本
学
学

部
で
勉
学
に
励
ん
で
い
る
。

　

一
行
は
７
月
28
日
に
柳
澤

理
事
長
、
成
田
学

長
（
当
時
）
を
表

敬
訪
問
し
、
教

育
・
研
究
施
設
を

見
学
。
姚
副
局
長

は
じ
め
同
校
執
行

部
は
卒
業
生
と
も

交
流
し
、
本
学
に

お
け
る
活
躍
ぶ
り

を
喜
ん
だ
。
同
校

と
本
学
の
事
務
担

当
者
も
教
学
に
関

建築学科の学生作品展示スペースを見学

す
る
意
見
交
換
を
重
ね
、
夕

刻
に
行
わ
れ
た
歓
迎
会
の
場

で
は
、
同
校
と
本
学
で
人
的

交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
で

合
意
し
た
。

　

翌
29
日
、
一
行
は
本
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見

学
し
、
各
学
科
の
教
育
・
研

究
を
体
感
し
つ
つ
、
次
の
訪

問
地
へ
出
発
し
た
。

　

８
月
24
日
、
埼
玉
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
、
地
震
発
生

を
想
定
し
た
防
災
訓
練
が
実

施
さ
れ
た
。

　

朝
９
時
、
宮
代
町
内
で
震

度
６
強
の
揺
れ
を
観
測
し
た

と
の
想
定
で
学
内
一
斉
放
送

が
発
信
さ
れ
る
と
、
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
訓
練
が
行
わ
れ
、

参
加
者
全
員
が
机
の
下
に
隠

れ
る
な
ど
身
を
守
る
行
動
を

と
っ
た
。
そ
の
後
、
避
難
指

示
に
従
っ
て
全
員
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
へ
移
動
。
避
難
者
の
人

数
確
認
が
行
わ
れ
、
本
部
へ

報
告
さ
れ
た
。
同
時
に
負
傷

者
搬
送
、
初
期
消
火
、
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
設
置
、
炊
き

出
し
な
ど
の
訓
練
も
担
当
班

に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
た
。

訓
練
に
は
地
元
の
宮
代
消
防

署
職
員
も
立
ち
合
い
、
訓
練

後
に
講
評
を
述
べ
た
。

　

ま
た
９
月
15
日
に
は
１
年

生
対
象
の
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
、
避
難
ル
ー
ト
の
確
認

な
ど
が
行
わ
れ
た
。

地
震
想
定
の
避
難
訓
練
を
実
施

　

今
年
で
51
回
目
を
数
え
る
夏
祭
り
が
８
月

５
日
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
エ
ア
を
メ
イ
ン
会

場
に
開
催
さ
れ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
へ
移
行
と

な
っ
て
初
開
催
の
夏
祭
り
は
、
飲
食
物
販
売

や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
模
擬
店
が
会
場

に
多
く
立
ち
並
び
、
学
内
外
か
ら
多
数
の
来

場
者
が
訪
れ
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

ま
た
、
毎
年
恒
例
の
盆
踊
り
大
会
や
抽
選

会
、
音
楽
団
体
の
ラ
イ
ブ
な
ど
で
、
コ
ロ
ナ

禍
前
に
負
け
な
い
賑
わ
い
と
な
っ
た
。

◆
企
画
室
長　

望
月
肇

◆
基
幹
工
学
部
長　

二
ノ
宮
進

一
教
授

◆
先
進
工
学
部
長　

新
井
啓
之

教
授

◆
建
築
学
部
長　

小
川
次
郎
教

授◆
基
幹
工
学
部
電
気
電
子
通
信

工
学
科
長　

木
許
雅
則
教
授

◆
先
進
工
学
部
情
報
メ
デ
ィ
ア

工
学
科
長　

勝
間
田
仁
教
授

◆
建
築
学
部
建
築
学
科
長　

樋

口
佳
樹
教
授

◆
工
学
部
電
気
電
子
工
学
科
長　

木
許
雅
則
教
授

◆
工
学
部
情
報
工
学
科
長　

勝

間
田
仁
教
授

◆
工
学
部
建
築
学
科
長　

安
野

彰
教
授

◆
共
通
教
育
学
群
長　

佐
藤
杉

弥
教
授

◆
学
生
相
談
室
長　

川
合
耕
一
郎

◆
教
務
部
長
補
佐　

竹
村
暢
康

教
授

◆
学
生
支
援
部
長
補
佐　

小
山

将
史
准
教
授

◆
学
生
支
援
部
長
補
佐　

劉
雯

准
教
授

◆
学
生
支
援
部
長
補
佐　

松
浦

隆
文
准
教
授

◆
教
育
研
究
推
進
室
長
補
佐　
　

安
原
鋭
幸
教
授

◆
教
育
研
究
推
進
室
長
補
佐　
　

勝
木
祐
仁
准
教
授

◆
Ｉ
Ｒ
室
長
補
佐　

山
口
剛
准

教
授

◆
大
学
院
工
学
研
究
科
環
境
共

生
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
長　

伴
雅

人
教
授

◆
大
学
院
工
学
研
究
科
機
械
シ

ス
テ
ム
工
学
専
攻
長　

張
暁
友

教
授

（
11
月
１
日
付
）

◆
企
画
室
主
任　

小
泉
拓
也

【
配
置
換
】（
10
月
１
日
付
）

◆
戸
部
大
輔
財
務
課
員
→
入
試

課
に
異
動

◆
吉
澤
慎
吾
企
画
室
員
→
教
務

課
に
異
動

【
退
職
】（
９
月
30
日
）

◆
成
田
健
一
学
長

◆
平
栗
健
史
教
授
（
電
気
電
子

通
信
工
学
科
）／
出
張
先
＝
台
湾

（
７
／
17
～
７
／
20
）／
目
的
＝

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
会
議
へ
の
参
加

◆
西
本
真
一
教
授（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
オ
ラ
ン
ダ
・
エ
ジ
プ

ト
（
８
／
３
～
８
／
29
）／
目
的

＝
第
13
回
エ
ジ
プ
ト
学
者
会
議

に
参
加
（
オ
ラ
ン
ダ
）、コ
ー
ム
・

ア
ル
＝
デ
ィ
バ
ー
ゥ
発
掘
調
査

（
エ
ジ
プ
ト
）

◆
加
藤
史
仁
教
授（
機
械
工
学

科
）／
出
張
先
＝
台
湾（
９
／
３

～
９
／
９
）／
目
的
＝
リ
モ
ー
ト

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
と
デ
バ
イ
ス

試
作
に
関
す
る
打
合
せ

◆
チ
シ
ン
バ
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
講

師（
英
語
学
習
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ

（
９
／
５
～
９
／
20
）／
目
的
＝

ハ
ワ
イ
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
学
部
生
向
け
）の
引
率
お
よ
び

指
導

◆
長
嶋
仁
美（
英
語
学
習
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
）＝
同
前

◆
浦
川
禎
之
教
授（
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
学
科
）／
出
張
先
＝
タ
イ（
９

／
７
～
９
／
11
）／
目
的
＝
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｅ
Ｍ
Ｅ（
電
気
・
機
械
の
応
用

工
学
関
連
会
議
）２
０
２
３
発
表

◆
清
水
伸
二
客
員
教
授（
工
業
技

術
博
物
館
）／
出
張
先
＝
ド
イ
ツ

（
９
／
16
～
９
／
25
）／
目
的
＝

欧
州
国
際
工
作
機
械
見
本
市（
Ｅ

Ｍ
Ｏ
）に
お
け
る
技
術
動
向
調
査

依
頼
へ
の
対
応

◆
勝
間
田
仁
教
授（
情
報
メ
デ
ィ

ア
工
学
科
）／
出
張
先
＝
ス
ペ
イ

ン（
９
／
24
～
９
／
30
）／
目
的

＝
第
15
回
教
育
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る
国

際
会
議
へ
の
参
加
と
研
究
成
果

の
発
表

◆
松
浦
隆
文
准
教
授（
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
）／
出
張
先
＝
イ

タ
リ
ア（
９
／
24
～
10
／
１
）／

目
的
＝
２
０
２
３
年
非
線
形
理

論
と
そ
の
応
用
に
関
す
る
国
際

会
議（
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｔ
Ａ
２
０
２
３
）

で
研
究
発
表

◆
木
村
貴
幸
准
教
授（
電
気
電
子

通
信
工
学
科
）＝
同
前

◆
進
藤
卓
也
助
教（
電
気
電
子
通

信
工
学
科
）＝
同
前

◆
加
藤
利
康
准
教
授（
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
）／
出
張
先
＝
ク

ロ
ア
チ
ア（
９
／
25
～
10
／
１
）

／
目
的
＝
国
際
会
議
Ｉ
Ｈ
Ｓ
Ｅ

Ｄ
に
お
い
て
研
究
発
表

◆
小
林
佳
子
准
教
授（
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
）／
出
張
先
＝
カ

ナ
ダ（
９
／
26
～
10
／
２
）／
目

的
＝
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
Ｍ
Ａ
Ｐ
Ｐ_

ｍ
ｔ
１
」の
調
査
と

日
本
工
業
大
学
に
お
け
る
事
例

発
表

◆
石
原
次
郎
教
授（
情
報
メ
デ
ィ

ア
工
学
科
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ

カ（
10
／
２
～
10
／
11
）／
目
的

＝
Ｔ
ｈ
ｅ�

Ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ�

Ａ
ｒ
ｔ�

Ｄ
ａ
ｌ
ｌ
ａ
ｓ�

２
０
２
３
出
展

◆
ポ
ー
タ
ス
・
ジ
ョ
ン
講
師（
英

語
学
習
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）／

出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ（
10
／
10
～

10
／
25
）／
目
的
＝
ハ
ワ
イ
短
期

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム（
大
学
院
生
向

け
）の
引
率
お
よ
び
指
導

◆
長
嶋
仁
美（
英
語
学
習
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
）＝
同
前

◆
劉
雯
准
教
授（
共
通
教
育
学

群
）／
出
張
先
＝
中
国（
10
／
11

～
10
／
16
）／
目
的
＝
２
０
２
４

協
定
機
関
・
業
務
委
任
機
関
に
お

け
る
外
国
人
留
学
生
入
試
実
施

の
た
め

◆
伴
雅
人
教
授（
応
用
化
学
科
）

／
出
張
先
＝
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ラ

ン
ス（
10
／
14
～
10
／
26
）／
目

的
＝
第
27
回
化
学
と
生
命
科
学

の
た
め
の
微
細
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
国
際
会
議（
μ
Ｔ
Ａ
Ｓ
２
０

２
３
）で
の
研
究
発
表（
ポ
ー
ラ

ン
ド
）・
第
３
回
炭
素
化
学
・
材
料

に
関
す
る
国
際
会
議（
Ｃ
Ｃ
Ｍ
２

０
２
３
）（
招
待
講
演
）で
の
研
究

発
表（
フ
ラ
ン
ス
）

◆
古
閑
伸
裕
教
授（
機
械
工
学

科
）／
出
張
先
＝
中
国
・
台
湾（
10

／
15
～
10
／
23
）／
目
的
＝
中
国

お
よ
び
台
湾
の
企
業
と
の
研
究

打
合
せ

◆
樋
口
佳
樹
教
授（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
台
湾（
10
／
22
～
10

／
26
）／
目
的
＝
Ｉ
Ｗ
Ａ-

Ａ
Ｓ

Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
２
０
２
３
国
際
会
議
で

の
研
究
発
表
お
よ
び
意
見
交
換

◆
竹
村
暢
康
教
授（
電
気
電
子
通

信
工
学
科
）／
出
張
先
＝
マ
レ
ー

シ
ア（
10
／
28
～
11
／
３
）／
目

的
＝
２
０
２
３
年
ア
ン
テ
ナ
・
伝

搬
に
関
す
る
国
際
会
議
に
お
け

る
研
究
発
表

◆
荒
川
俊
也
教
授（
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
）／
出
張
先
＝
韓
国

（
10
／
31
～
11
／
５
）／
目
的
＝

韓
国
機
械
学
会�

年
次
総
会�

国

際
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
研
究

◆
劉
雯
准
教
授（
共
通
教
育
学

群
）／
出
張
先
＝
中
国（
11
／
９

～
11
／
13
）／
目
的
＝
２
０
２
３

年
度
ア
ジ
ア
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

参
加
の
た
め

国
外
出
張


